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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・6/30（水）、7/1（木）2日間第1回院内研修があります。

時間：17：30～18：30、メンタルケア病棟「メモリアルホール」
テーマ：「禁煙と健康管理」、講師：禁煙コーディネーター佐藤AOM
夜勤スタッフ以外は出席して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・6月分の病棟事業計画の進渉状況を担当スタッフは記載していきましょう。

・環境整備担当～7月の月間表を作成し決裁済みなので表に伴って環境整備を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　目標は、先月に継続しワックス掛けで３階を重点で実施する予定。

・疎遠家族担当～①２ヶ月以上面会に来られていない患者様のご家族のリストは

　　　　　　　「上村みわ様・十日市利喜様・中野渡鉄男様・伊藤五十二様」

以上の患者様の担当スタッフは、面会の要請の連絡をお願い致します。

②３ヶ月以上疎遠家族対象に暑中見舞いのはがきを書く事になりましたが、当病棟は、全員対象。流れは、6/30ナイトプログラム時間内で患者様にハガキの購入依頼を伝える→7/12ナイトプログラム時間内で患者様に再度ハガキの購入したかの確認→7/30ナイトプログラム時間内で患者様にハガキの購入の最終確認→8/2ナイトプログラム時間内で暑中見舞いのハガキ記載し後日郵送する予定になるので協力していきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラク液2本処方となります。

引き続き水分補給・排便状態の確認をしていきましょう。
・加賀谷　芙美子様～ヒューマンＲ１本処方。引き続き低・高血糖症状有無を観察していきましょう。
・滝田英人様～腰痛持続の為、アスモロール１袋処方。今後も腰痛の状態を観察していきましょう。
＜ＯＴ一週間の報告、検討＞
・浅野　秀子様～先週は、作業棟の移動するが体調不良やトイレに行きたいと要望し、我慢する様につたえると一端待つ事できているが、すぐトイレに行きたいと発言されトイレ使用時は１５分位時間要している状態です。今後の目標は最低限の活動性を保つ様に関わりたいです。
・佐々木　康子様～巾着作りを先週の木曜日に完成できた後は、再び箱作りに集中されています。夏ばて気味も関連して下痢気味を訴えトイレ出入がめだっていました。今後は、今の能力や活動性の変化を持ちながら活動性を保ちたいです。
・清川　厚子様～退院を10月にしたいと希望聞かれています。現在は、不調の訴えなく作業に参加出来る様になっている事は評価し、時間いっぱい参加出来る事が維持する様に関わっていきます。
・大釜　万知様～作業中は立ち歩く状態は見られるが、促しで落ち着く様になっています。スタッフに単語で伝えていないので最低限として挨拶し「今日は何をすればいいのですか」と適切な短い文章で伝え、具体的な内容を話せ説明できる様に対人技能を指導していきたいです。情報として病気については、声は聴こえてくると話されていたと発言あるので病感
あるようであるとＯＴスタッフから情報提供されています。
＜Ｄｒ川端ケースカンファと診察報告＞

· 鈴木　茂子様～現在、目眩の訴えなく血圧値高くない事を情報提供しています。

ノルバスク（5）（血圧降下剤）１Ｔ飲み切り止めです。引き続き、血圧値の変動状況の確認していきましょう

・大釜　万知様～Ｄｒより、入院前に銀行に行き迷惑行為した事がある方で家族が病気に対する理解が薄く、単独外出のサインをしないと話している。主治医が面談で説明すると話しています。また、金銭管理身につける様な指導をするように指示がありました。

診察では、絶対一人で出かけないよう言われ「わかった」と返事が聞かれています。引き続き所在確認していきましょう。

・清川　厚子様～診察時に、単独外出をしたいと要望されています。Ｄｒより、外泊中は金銭の使いすぎや体重を増やしすぎない事が3回継続できたら検討する事を伝えて了解されています。
・浅野　秀子様～診察時に、Ｄｒに買い物の外出については「行きません」と話されています。理由は、「3番目の妹より田面木の妹が面会に行くからって言っていたからいい」と伝えています。診察中、閉眼し眠そうにしている様子みられています。引き続き精神症状の変化の観察や睡眠状況の確認していきましょう。
・佐々木　康子様～ナイトプログラム時間中に居眠りや眠りが深い事で就床前薬の薬方を破って持参したり翌日の夕食後薬を持ってくる状況があった事を情報提供しています。診察時に、就床前薬の服用はナイトプログラム終了後に飲む様に指示され納得されています。
・小坂　君子様～Ｄｒに服薬モジュールを確認して頂いた後、服薬自己管理一週間の許可を受けています。本人から、6月上旬エコー多くて大変だったと伝えています。全てありえない事だとＤｒより言われ納得出来ています。本日の夕からリントン（抗精神病薬）4.5→1.5へと減薬となっています。引き続き精神症状の変化の観察していきましょう。
・病棟統計、ＷＩＺ、各データー管理月間報告は支障なく実施されています。
＜ナイトプログラムプログラム月間報告・検討＞
個別のプログラムの進行は出来ていますが、区別の目的が変化なく終えている状況の為、7月に個別のプログラムの内容や人数を少人数として5グループを6グループに変更して進行していく事を検討中です。この事に伴いスタッフへの勉強会の実施予定です。
































































